
2011 年度 立命館アジア太平洋大学 

交流学生募集要項（後期） 
 

◇ 立命館アジア太平洋大学への交流学生プログラムについて 

立命館大学と立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）は、双方の教育を活かし、両大学における教育の一層の

充実を図ることを目的としています。 

交流学生プログラムは、立命館アジア太平洋大学（大分県別府市）に半年あるいは 1年間「特別聴講生

（交流学生）」として授業科目の受講および単位の取得ができる制度です。立命館アジア太平洋大学での勉

学および学生交流を通じて、皆さんの多様な学問的好奇心に応えることができるプログラムとなっています。

この期間は在学期間に算入され、取得した単位は、基本的に本学の所属する学部において認定され、卒

業に必要な単位として算入されます。 

 
◇ 募集ガイダンスについて 

2011 年度後期 APU 交流学生の募集ガイダンスを下記のとおり実施します。応募する場合は必

ずガイダンスに参加してください。また、詳細を聞きたい方、APU に興味のある方は是非参加してく

ださい。 

 

日時： 6 月 1 日（水） 午後 6 時 10 分～午後７時  

場所：（衣笠） 敬学館 2 階  251 教室   

（ＢＫＣ） コラーニングⅠ 2 階  C205 教室 

 

 

１． 派遣期間 

後期セメスター（2011年 9月 26日～2012年 3月 31日） 
※APUの秋セメスター開始日は、2011年 9月 21日です。 
※プログラム途中での辞退は原則として認めません。 
 

 

２． 募集人数 

アジア太平洋学部／国際経営学部 

両学部合計で 10 名募集 

 

３． 派遣先学部 

アジア太平洋学部（APS）または、国際経営学部（APM） 

 

４． 応募資格 

以下の（１）および（２）の条件を満たすこと 

（１）法学部、経済学部、産業社会学部、国際関係学部、文学部、スポーツ健康科学部、

理工学部、 

生命科学部、薬学部の所属で 2 回生以上の学生（回生は 2011 年 4 月 1 日現在） 

※政策科学部、映像学部、情報理工学部は当該プログラムの対象外 

※経営学部については、後期募集は終了 

 

（２）応募者の回生に応じて以下の単位取得要件を満たすこと  

＜２回生＞ 2010 年度後期終了時点で 32 単位以上修得し、かつ、2010 年度後期までの

外国語科目   

を全科目とも修得していること 

＜３回生＞ 2010 年度後期終了時点で 64 単位以上修得し、かつ、2010 年度後期までの

外国語科目を全科目とも修得していること 

＜４回生以上＞ 2010 年度後期終了時点で 96 単位以上修得し、かつ、2010 年度後期ま

での外国語科目を全科目とも修得していること 

 

提出締め切り 6 月 9 日（木）  
 



５． 提出書類 

提出書類の質問・相談は各学部事務室で受け付けます。出願にあたっては、立命館アジア

太平洋大学の情報および、シラバスを立命館アジア太平洋大学のＨＰ【http://www.apu.ac.jp】

にて参照できますので、これらの情報をもとに、履修希望科目について各自、検討してください。 

なお、出願書類は、以下の通りです。 

①  APU 交流学生出願票 (所定様式) 
②  志望理由書  (所定様式) 
③  父母（保証人）の同意書 （所定様式） 
④  成績通知表の写し 
⑤  個人別時間割表の写し 
⑥  言語運用能力を示す書類（TOEFL、ＩＴＰ、TOEIC スコアなど）の写し 

             

６． 提出期間 

 2011 年  6 月 6 日（月） ～ 6 月 9 日（木） 窓口開室時間 【厳守】  

 

７． 提出場所 

衣笠：各学部事務室、BKC：学びステーション 

 

８． 選 考  

所属学部において、志望理由書、言語運用能力、ＧＰＡおよび面接によって選考します。 

面接の日程については所属学部より、本人宛連絡します。 

【最終派遣者決定】 

  2011 年 7 月 12 日（火）ごろに所属学部にて掲示発表します。 

 

派遣決定者は、必ず、7 月 15 日（金）に行うガイダンス（事前指導）に出席する必要

があります。 

ガイダンスの詳細は、派遣決定者にご連絡します。 

 

９． 履修可能科目 

受講定員や到達度編成による受講の前提条件がある場合などについて、履修科目登録に条

件が付けられる場合があります。 

 

 外国語科目（英語含む）は履修できない可能性があります。外国語科目（英語含む）は本学
で学ぶことを前提とし、APU では英語で開講される専門科目の履修を推奨します。  

 当該学生の母語である言語科目は履修不可 
 英語で開講される専門科目を受講する場合は、以下の基準相当以上の言語運用能力が要
求されます。 

①TOEFL-PBT 500 点  （ＩＴＰも可） 

②TOEFL-iBT 61 点  

②TOEFL-CBT 173 点  

③TOEIC 587 点  （ＩＰも可） 

④国連英検 B 級  

⑤IETLS 5.5 

 CA Ｐ科目については、APU の CAP 所属学生が優先となるため、受講制限が有ります。 
 
※CAP （クロスオーバー・アドヴァンスト・プログラム）とは  
クロスオーバー・アドヴァンスト・プログラム（CAP）とは、アジア太平洋学部とアジ
ア太平洋マネジメント学部の学問分野を融合したプログラムです。「ツーリズム＆ホス

ピタリティ」「環境・健康・生命」「国際戦略」「情報コミュニケーション技術」「言

語文化」の 5 つのプログラムが開設され、それぞれに開講科目が設置されています。  
 

１０．登録上限単位数 

所属する本学学部・回生の年間受講登録制限単位数から前期セメスターで本学科目を受講

登録した単位数を差し引いた単位数を受講登録単位数とすることを原則とします。 



１１．成績評価 

（１） 単位認定 

 同一内容と認められる科目については、本学の設置科目の単位として認定（N）します。同一

内容と認められない科目については、教養科目（基礎科目、基礎教育科目）、専門科目（演

習含む）とも、それぞれ「APU 交流科目」の単位として認定（N）します。 

※成績通知表の配布にあたっては、APU の成績通知表も添付します。  
 

（２） 単位認定の上限 

 卒業までに本学以外（大学コンソーシアム京都単位互換科目、立命館アジア太平洋大学、

海外留学、入学前単位認定など）で取得できる単位数の上限は 60 単位です。学部によって

単位数が異なる場合がありますので、履修要項にて確認してください。この上限を超えての単

位数の認定はできません。 

 

１２．履修指導と派遣ガイダンス（事前指導）について 

派遣者については、各学部事務室において、立命館アジア太平洋大学で履修できる授業科

目の範囲、修得できる単位数等、学修に必要な履修相談をおこないます。 

また、派遣にあたって、派遣者ガイダンス（事前指導）を 2011 年 7 月 15 日（金）に予定していま

す。 

 

１ 3．学  費  

学費については、通常どおり立命館大学に納付することになります。また、社会人学生授業

料納入特例措置を受けている場合については、継続して特例措置を受けることができます。 

 

１４．住居 

立命館アジア太平洋大学ＡＰハウスを利用できます。 

（１） 寮費は、1 ヶ月 49,000 円（共益費、寝具レンタル他含む）。この他、入居時に入居費

16,000 円（返還なし）が必要です。（2011 年度春現在） 

（２） 詳しくは、APU の Web（http://www.apu.ac.jp/studentsupport/modules/aphouse）から AP

ハウスの情報を得ることができます。 

 

 

１５．奨学金等（２０１０年度実績） 

 

（１） 立命館大学において奨学金を受給中、もしくは学費減免の適用を受けている場合は、

原則として派遣中においても当該奨学金を継続して受給もしくは、学費減免の適用を受

けることができます。 

（２） 2004 年度より、『立命館大学学生交流プログラム正課プログラム奨励金』が創設され、

交流学生のうち、自宅外生に対して滞在費補助として、毎月一定額（35,000 円）が給付

されます。（後期派遣は、4 か月分給付）なお、奨励金は申請制です。 

 

１６．学生サービス 

  図書館、課外活動、生協の利用等の学生サービスについては、原則として、立命館アジア太平洋大学学生

と同様の取り扱いとなります。 

（APU 生協では、立命館大学生協の IC カードは利用できません。） 

 

１７．その他 

所属している学部にて履修しているプログラム等がありましたら、必ず、応募前にそのプログラム

の事務室にて、交流を希望している期間の履修について、確認を行ってください。特に、下記２つ

のプログラムについては、十分な準備が必要となりますので、事前に所属学部事務室およびプログ

ラムの事務室にご相談ください。 

 

（１）教職課程履修者 

   回生ごとに履修しなければならない必須科目（介護等体験や学校実践研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、教育

実習等の教職基礎科目）が配置されています。APU 交流中は、教職課程の科目を受講するこ



とができません。必ず、教職支援センターにて、交流を希望する期間の履修について確認をして

ください。 

 

（２）国際インスティテュート履修者 

   修了要件が定められています。APU 交流中は、国際インスティテュート科目を受講することは

できません。必ず、国際センターにて、交流を希望する期間の履修について確認をしてください。 

 

１８．問い合わせ 

  このプログラムに関する問い合せは、教務課で受け付けます。 

  ＴＥＬ 075-466-3350（担当：太田、落合） 
 



2011 年度 立命館アジア太平洋大学 

交流学生 出願票（後期） 
 

申請日／ 2011 年    月     日提出 

ふりがな  
学生証番号         －

氏名  

生年月日 19   年 月 日 年 齢 歳 性 別 男  ／  女 

 

学部／回生 

 

学部      学科     専攻・コース   回生 

現住所 

〒（    －    ） 

 

 

 

自

宅 
 大学

＠  .ritsumei.ac.jp
 

電 話 

 
携

帯 
 

E-MAIL
携帯

ﾒｰﾙ 
       ＠ 

１．立命館アジア太平洋大学への希望学部 ※学部を選択し、○印を付けて下さい。 

  

アジア太平洋学部  ／ 国際経営学部 

 

２．履修希望科目名 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

３． AP ハウス（学生寮）の入居の希望 ＊○印を付けてください。 

 

   希望する  / 希望しない 

 

４．学修計画 

（１）現在の取得単位数 

2010 年度後期までの取得単位数             単位 

 うち外国語取得単位数             単位 

 



（２）卒業までの学修計画 

 学修計画 

（履修予定の科目名を記入） 

目標取得 

単位数 
授業以外の活動予定 

前

期 
 単位

２
回
生 

後

期 
 単位

前

期 
単位

３

回

生 

後

期 
 

単位

前

期 
単位

４

回

生 

後

期 
 

単位

 

※面接所見―学修計画―（事務使用欄） 

 



志 望 理 由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※面接所見―志望理由―（事務使用欄） 

 



TOEFL（ITP）、TOEIC スコア等、言語運用能力を示す書類を貼り付けてください。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 

同  意  書 
 

 

 

立命館大学長 殿 

 

 

 

   所属：               学部                 学科 

 

  学生証番号： 

 

   氏名： 

 

 

 

 

上記の者が、2011 年度 立命館アジア太平洋大学交流学生に出願し、許可となっ

た場合、立命館アジア太平洋大学で学習することに同意します。 

 

派遣期間：    後期セメスター（半年間）   

 

 

 

 

 

 

2011 年     月      日  

 

保証人氏名               印  

 

 
 


